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I.は じめに

　わが国においては、住民は成人期以降、歯周疾患によっ

て歯を失い、老後の食生活等に大 きな支障をきた してい

る現状にある。歯周疾患の発生 ・進行を防止するために

は、定期的な歯科健診の受診が効果的であるという研究

結果を受け、旧青森保健所管内においても成人歯科健診

の促進 を図ってきたが、老人保健法による歯周疾患検診

を実施 している市町村は少な く、受診率はわずか0.1%

に低迷 している。

Ⅱ.目 　的

　本調査 は、前記のような現状 を受け、旧青森保健所管

内住民の歯科保健 に対する意識や口腔内の状況等 を調査

し、管内における成人歯科保健対策、特に歯周疾患検診

推進のための基礎資料 とすることを目的として実施 し

た。

Ⅲ.研 究方法

1.質 問調査及び口腔内実態調査

1)研 究対象:管 内市町村が実施する複合健診のうち、

　旧青森保健所が指定 した日に受診 した者で、調査の趣

　旨について説明を受け、自ら調査に協力 した者等471人

　 (男131人 、女340人)を 対象 とした。平均年齢は58.2歳

　 (男62.6歳 、女56.6歳)で あった。

2)実 施方法:質 問調査 は、対象者の自己記入又は調査

　者の聞き取 りにより実施 した。口腔内実態調査 は、質

　問調査に引き続 き、保健所歯科医師が口腔診査を行 う

　形で実施 した。

3)質 問調査 と口腔内実態調査 との関連については、

Mann-WhitneyのU検 定を行った。
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Ⅳ.結 　果

1.質 問調査 について

　 歯間清掃用具を使 う人は30.8%で あった。自分の歯 と

口の状態に何 らかの不満のある人は72.8%で 、不満の内

容は「食べ物が歯 と歯の間にはさまる」が53．6%と 際立っ

て多かった。この1年 間に歯石除去を受けた人は26.5%、

歯みがきの個人指導を受けた人は16.6%で あった。市町

村が有料で実施する歯科健診 を受診 したい人は79%、 受

診 した くない人は20.4%で あ り、受診 した くない理由は

「歯科医院で定期的に受けているか ら」が26%と 最 も多

く、以下 「めんどうだか ら」、「必要ないから」、「お金が

かかるから」と続いていた。住民が受診 した くなる歯科

健診の実施方法を尋ねたところ、「無料にする」が44%と

最も多 く、以下 「歯科医院で受診で きる」、「早朝、夕方、

休日等いつでも受診できる」「結果 をきちんと説明 してく

れる」と続いていた。「歯の健康」に関する学習会等に参

加 した人はわずか6.6%で あ り、「8020運動」を知ってい

る人 は38.4%、 「健康 あお も り21」 を知 っている人 は

10.2%で あった。

2.口 腔内実態調査 について

　前述の とお り平均年齢は58.2歳 で、 う蝕歯のある人は

91.5%、 そのうちう蝕歯の処置を完了 した人は74.5%で

あった。喪失歯のある人は83%で 、そのうち補綴を完了

した人は82.4%で あった。現在歯数は20．9本であ り、年

齢階級別にみると加齢 につれて減少 し、それに伴って現

在歯を20本 以上保有する人の割合 は減少 し、1～19本 保

有する人の割合が増加 していた。歯肉の状況については、

CPIス コア「0」が8.3%、 「1」が15.3%、 「2」が31.6%、

「3」 が30.2%、 「4」 が4.3%、 「対象歯な し」が10.4%

であった。年齢階級別にみると加齢 につれて高いスコア

の人と対象歯な しの人の割合が増加 していた。加齢 とと

もに喪失歯数と中等度以上の歯周疾患の人の割合 は増加

し、軽度の歯周疾患の人の割合は減少 していた。

3.質 問調査項 目と口腔内実態調査の関連について

　歯問清掃用具 を使っている人は使っていない人よりも

現在歯数・処置歯数が有意に多 く、未処置歯数・喪失歯数・

CPIス コアが有意に少なかった。「8020運動」を知 って

いる人は知 らない人よりも現在歯数 ・健全歯数 ・処置歯

数が有意に多 く、喪失歯数 ・CPIス コアが有意に少な

く、清掃状態が良好であった。

診率向上のため、市町村が実施する複合健診の中に導入

するなど、住民が受けやすい実施方法を検討 していくべ

きと考える。口腔内実態調査の結果によると、う蝕歯の

処置完了者率、喪失歯の補綴完了者率ともに高 く、う蝕

処置や補綴処置が進んでいると思われる。また、現在歯

は加齢 とともに減少 し、その一方で歯肉に所見のある人

の割合が増加することから、より一層の歯周疾患予防対

策を進めるべ きと考える。質問調査 と口腔内実態調査の

関連をみると、「歯間清掃用具 を使うこと」や 「『8020運

動』 を知っていること」が歯の喪失防止や歯周疾患の発

生 ・進行の防止 につながることが示唆された。本調査の

結果については、今後、関係者や地域住民に対 して積極

的に情報提供するとともに、歯周疾患予防対策の推進の

ために活用 していきたいと考えている。
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Ⅴ.考 　察

　質問調査の結果によると、歯間清掃用具 を使う人や歯

石除去 ・歯みがき指導を受ける人の割合が低 く、「歯の健

康」に関する学習会等 に参加 した人の割合が少ないこと

から、「歯の健康」について住民が学習する機会の提供に

努めていく必要があると思われる。また、歯科健診の受
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